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臭

縣

（応用微生物学教室）

はじめ

として、また

とし

共生などによる

果している。

げると、かつて筆者はカ

をほとんどたやした苦

一因ともなっている。

を通して、昆 また子のう菌類の木材青変菌は樹皮、尉液に集まる

バークビートル、キククイム、ンなどがベクターとな

り、オランダニレやオークなどの木材

させる。

表 と

L 変形

A。

B. 形菌綱 B. 

C ネコブカビ

亜門

A. ツボカビ

ュウマクノウキン目（寄）

B。サカゲカ

C. 卵

ミズカビ目（ ） 

ツユカビ目（補）

3. 子のう

A。半子のう

2. 接合菌亜門

A。接合

トリモチカビ目（補）

ハニカピ目（寄）

B. トリコミケー

アメジウム目（共）

ハルペラ目（共）

ぷ
ノ

（共）

注：（寄）

※ 

（共） （補） （
 

D. 

バッカクキン科（寄）

ボタンタケ科（ニグサキソ科）（寄）

ぅ

ミリアンギウム目（寄）

ドチデア目（共）

E 盤

F. ラブルベニア網（寄）※

4. 担子菌亜門

A. 半担子菌綱

3 菌菫網

モンバキソ目（寄一共）

ノヽ

）（補）
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表 2 昆虫寄生菌

鞭毛菌亜門

s psorophorae 

接合菌亜門

Massospora sp, 

Ent omophthora muscae 

E,culicis 

E。 ul a e 

Co虚diobolus coronatus 

cast rans 

sacciospora 不完全菌亜門

（共） I Beauveria bass iana （寄）

（共） IM er ia coniospora (寄）

Arthrobotrys 必ctyloides

A. arthrotryoides 

Aschersonia tahitens is 

（補）

（補）

（補）

A, pectospora （補） I Uredinella sp （寄ー共）

Cochlonema verrucosum (寄）

C. cylindricum (寄）

Endocochlus gigas (寄）

※表3

※※表 4

などに集まるショウジョウバニ、ハチ、ア

甲虫などにより媒介され伝幡します。

Bacillus thurげgiensisによるオオ

タバコ蛾を初めとする幼虫防除の野外評価試験、ま

これらは

応用された例である。ここではカビを対照と

の

分類と

これら菌類の中

中でコウマクノキソ且ミズカビ目の

中でハニカビ目、子のう苗の中で、

バッカクキソ科、ボタソクケ科、 ミリアソキウム目、

は変形体 Plasmodwm、 Pseudop- ラブルベニア目、 スフエロ
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プシス目の菌種があげられる。共生菌はトリコミケ

ーテス網、 ドチデア目、などの菌種である。菌聾綱

モソパキ｀ノ目の菌種は寄生一共生菌でカイガラムシ

を捕促、菌糸マットで覆い不妊、受精不能とする。

ツユカビ目、接合菌トリモチカ

ビ目の菌種は純粋培養不可能にたいし、不完全菌に

含まれる菌種は純粋培養可能である。これら昆虫関

％は純粋培養が不可能でその

ハサミム、ン、セミ、甲虫、キククイム、ン、白アリ、

アリマキ、アブラム、ン、ダニ、コナジラミ、カゲロ

ウ、蛾袷蝶、カイガラム、ン、クワシロカイガラム、ン、

コケム、ン、ハネカク、ン、テントウム、ン、コキノコム

シ、ハナカメム、ン、ヒメマキム、ン、イッカクチュウ、

アリヅカム、ン、ガムシ、オサムシ、ゴキブリ、ゲン‘

ゴロウ、コガシラミズムシ、ゴミム、ンダマシ、ミズ

ムシ（半翅目）、ムクゲキノコム、ンなどの鞘翅

双翅目、鱗翅目、その他水生ワム、ン、 ミヂ｀ノコ、ボ

ウフラ、アカボウフラ、アミーバ、有殻アミーバ、

は内部寄生、 一共生

を示すものがありこれらをまとめて表2にあげる。

ボウフラキン Coelomomyces

aeは蚊 Culis eta i叩 r叩 taの幼虫に

は可能である。 Catenaria angui llular , 

he t er as paraの両種は線虫に内部寄

は不可能である。接合菌のMassos即 ra

sp. はセミに内部寄生、ハエカビ

muscaeはハエ、 E.culicis はハエ、プヨ、

はハエ、ハサミム、ンにそれぞれ内部

。また Strongwellsa castrans はハエ成

イエバニに感染、抑制に効果があり、純

である。ハエカビ近縁種Conidi obolus 

coronatusは白アリ、アリマキ、アブラム、ンに感染、

純粋培養も可能、防除に有効、しかしこの菌の特徴

Ascospm, 

Pedthccium 

~Thallus <i Thallus Sporulating 1 thallus 

第 1図 Laboulbenia formicarum 
R. K. Benjamin & L. Shanor (19 50) 

第 3表 ラブルベニア菌網の菌種

Laboulbeniaceae科

Laboulbenia f lagel lat a 

Stigmatomyces ceratophorus 

Corethromyces mirabilis 

Goehl iomyces sp. 

Tetratomyces mirificus 

Coreomyces corisae 

Scaphidiomyces baeace r L 

Hesperomyces virescens 

Acompsomyces brunneolus 

Autophagomyces bryaxalis 

Rhachomyces philonthinus 

Ecteinomyces trichopterophilus 

Amorphomyces falagriae 

Her炉 myces e ct ob iae 

Dioicomyces spiniger 

Ceratomycetaceae科

Zodiomyces vor t ice llarus 

Rhynchophoromyces sperchopsts 

Autoicomyces vecurvatus 

Ceratomyces mirabi l ts 

Peyr it schie llaceae科

Monoicomyces sp. 

Cantharomyces bledii 

Eucantharomyces sp. 

Haplomyces texanus 

Chitonomyces melanurus 

Rickia minuta 

Dichomyce s vulgatus 

Peyrit schiella clivinae 

Dimorphomyces sp. 

Dimeromyces africanus 
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として哺乳動物、人間にたいして病瀕性をも

が残されている。 Gonimoc加ete horridula,Me-

ristacrum asterospermum,Eur,yancale saccio-

spora , は線虫に内

る。 Cochlo加 ma verrucosum, C. 

E叫ocochlus gigasはアミ

内部寄生、

Nectria 

ミーバに

であ

る。サナギタケ（キサナギクヶ）Cordyceps milぃ

tar isは蝶、蛾の幼虫に寄生する。

不完全菌類のMeria conios即 ra,M. lar ic isは

に内部寄生純粋培養可能である。 Aschersonia

tahitensis はコナシラミ カイガラムシ

どにより 3

の全般に及びハネカクシ科、オサムシ科、

ガム、ン科に寄生する菌種が多くそのほかダニ目、コ

キブリ目、双翅目（ハェ）、半翅目の昆虫に広く外

部寄生する。中には寄主選択性をしめす菌種がある。

例えば Zodiomycesは鞘翅目ガム、ン科、 Coreomyces

半翅目ミズム、ン科、 Herpomycesコキブリ目、 Amo-

ハネカクシ科 Aleocharinae亜科」ta-

第 2図 昆虫の肢体骨格に外部寄生の plomycesはハネカクシ科 Blediusの種のみにそれ

ラプルベニア菌 三浦宏一郎 (1978) ぞれ寄生する。菌糸体を形成せず、寄主の体表部に
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第 3図 Septobasidium fumigatumの昆虫捕捉と菌糸 第 4図 トリコミケーテス網の形態的特徴
J.N.Couch (1938) R.W.Lichtwardt (1973) 
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した子のう胞子は footを

ばし

う果を形成する。第 1図

carumの子のう

これらは重り、受精毛は造精器から放出された

をとらえ右側の子のう果細胞（皐）となり

毛を消失する。子のう果は子のう

形成する。第 2図は

えない。純

がみられる。これ

防除への効果はあまり
第 5図 Dactylaria

第 4表 トリコミケーテス

ハルペラ目 Trichozygospora 

Pennella la 

ina 

Carouxella 

la 

Sm□ 叫 m

Pteromaktron 

ie lla 

Gramine l la 

Glatz ia 

Stipella 

Genis tel la 

S imul iomyces 

できない。

Genis tell os p ora 

アセラリア目

Trichoceridium 

Asel lar ia 

Orchesellana 

エクリナ目

Palavascia 

Parataeniella 

Lajas s ie l la 

&macrinella 

Astreptonema 

ンパキン目の Se-

pじobasid紐m fumiga江 m,S .bur□ , Uredinella 
spは昆虫との間に

一共生

までにいたら

とし昆虫コソトロールに働く。

obas idしumはカイガラム、ン昆虫の全般におよぶ

のにたいし、 Uredinellaは単一昆虫のみに限定さ

れる。
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第 6図

による菌糸わな
J .A.Dowsett, J .Reid&L念V.Caesee!e

Taenieltopsis 

A lac r ine l la 

Enterobryus 

Eccrinoides 

Eccrinidus 

Arundirmla 

Taeniel la 

アメジウム目

Amoeb叫 um

Paramoebidium 

1a candidaによる
マットによる

]。A.Dowsett& J .Reid 

(1977) 



に絶対共生のトリコミケー

アブラム、ン、コナジラミな

どに共生する小房子のう菌ドチデア目

sa l ic仇um などである。第 4表に示す如くトリコ

33属
5) 
からなり、節

（フダンゴム

シ Armadill idium vulgareやフナムシLigiaex-

oticaなど）の直腸、ャスデ端脚目（ハマトヒムシ）、

片利共

もある。例えばTrichoce-

目（アブ、ハニ）の幼

Asellariaは等脚目、 OrcheselZariaはトビム、ン、

Enteromycesは十脚目の胃、 Parataeniella, Al-

acrinel la 目、 Eccrinoides, Eccr inidusは

ャスデ、 Ramaer inel la, Ast er pt one ma 1 Tae孔iell-

opsisなどは端脚目の直腸または前腸に

をもつ。これら菌種の検索は寄主、葉状体の分岐、

トリコ胞子の形状、基部細胞、付属器、アミーバ細

どにより分類される。その中で代表 5属

の特徴を第 4図に示す。これら菌種の寄主は地理学

的に広く分布、海洋、淡水や陸生節足動物におよん

でいる。昆虫のほとんどは

ロウの幼虫、甲虫など直腸、

ま

の る。

の昆虫捕促の仕くみが菌種によって異

なり、例えば Arthrobotrys sp. の如くクモノス

る方法、 Dactylaria spの如く

糸のわなで首をしめるようにからめたり、また網目

あ

tetraceros, A. pectosporaはそれぞれアミ

c
 D. candida, Arthrobotrys bactyloides, 

A. olしgospora,A ,arthrotryoidesなどは線虫、有

ミーバを補食する。第 5

にみられる菌糸わ

,D。

目の幼虫、カゲ

前腸部にこれら

ia bronc-

6図は D。candしda による網目状菌糸マット

7) 
である。さらに前述の如<Ar throbot-

がある。菌類の大

ミーパにみられる補食関係、またモソパキン目

にみられる寄生一共生関係がある。酵母については

紙数の通合上省略しま
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編集後記

食 暑さのきびしい季節となって来ました。如何が

お過しですか、お伺い申し上げます。

斉 山縣、星野先生には、お忙しいところ、

賜り、厚くお礼申し上げます。

唸本号より「まこと」を「 makoto」と改めまし

た。今後ともよろしく

し上げます。表紙の

野市の「源氏の滝」で写したものです。ニコソF2

ニッコール35mmF 8 ネオパン SS。
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